
 龍谷大学福祉フォーラムは、「共生」と「協働」をキーワードに地域住民や当事者、くらしやいのちにか

かわる専門職、学生、ＮＰＯ など様々な分野の方々との連携・協力を創りだしています。今年度の事業に
ついて、本号では、前期講座「共生塾」と「専門セミナー」の開催についてご紹介させていただきます。 
 まず、共生塾では、「福祉のまちづくり」モデルの光と影をテーマに、全３回（6/28,7/5,7/26）にわた

り、それぞれ「２１世紀のまちづくりビジョン」「鷹巣町モデルの光と影」「福祉のまちづくりへの展望」

についての講座を開講します。 
 また、専門セミナーでは「成人期を見通した学童保育専門職のしごと」と題して、立命館大学教授で、

大津市立知的障害者地域生活支援センター発達相談員の中村隆一先生に「こどもの発達」についてお話い

ただきます。講座は全４回（6/22,7/6,10/19,11/30）で開講しています。 

【共生塾の詳細はこちら】     http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/fukushi/jigyo/sym/lecture_200806.html 

【専門セミナーの詳細はこちら】 http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/fukushi/jigyo/seminar/seminar_200806.html 
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  龍谷大学 福祉フォーラム 

   2008年度事業「共生塾」「専門セミナー」を開始します
お知らせ 

  ＲＥＣ ＢＩＺ－ＮＥＴ 第２回研究会 
 「バイオマス利用の現状と展望」（7/11）を開催します お知らせ 

 ＲＥＣでは、産官学連携のプラットホームである

ＢＩＺ－ＮＥＴ（ビジネスネットワーククラブ）の

会員企業が取り組む新事業や研究開発に対して、学

内教員や他企業とのマッチングを行い、共同研究や

技術連携を積極的に支援しています。 
 今回の研究会では‘バイオマス（生物資源）’をテ

ーマに取り上げ、現状のバイオマス利用の技術や製

品、未利用資源についての取り組みを、研究機関、

企業、本学のそれぞれから紹介いただきます。 
 研究会では、基調講演として地球環境産業技術研

究機構から「バイオマスからのエネルギー・化学品

の創成を目指して」と題して講演いただき、さらに

滋賀県工業技術総合センターからの技術紹介と、本

学理工学部 物質化学科の中沖隆彦教授からも、研究
シーズとして「バイオプラスチックとしてのポリヒ

ドロキシアルカノエートの可能性」について発表い

ただきます。また、ＢＩＺ－ＮＥＴの会員企業２社

からも関連技術・事業をご紹介いただきます。 

▲ 第 1回 BIZ-NET研究会（5/20）の様子 
 

  
 今後も、ＢＩＺ－ＮＥＴ研究会では幅広く関心あるテーマを取り上げ、会員企業と先生方との産学連携

マッチングや会員企業同士の連携をはかりたいと考えます。 
 研究会にご関心ある方がおられましたらご案内くださいますようお願いいたします。 



７月 ５日（土） 龍谷講座「楽しく運動、おいしく食べて健康に」 

７月 ６日（日） 福祉フォーラム 第２回共生塾 

７月 ６日（日） 福祉フォーラム 第２回専門セミナー 

７月１１日（金） 第２回ＢＩＺ－ＮＥＴ研究会 

           「バイオマス利用の現状と展望」 

７月１２日（土） ＲＥＣコミュニティカレッジ大阪３回目 

７月１９日（土） ＲＥＣコミュニティカレッジ東京３回目 

７月２６日（土） 福祉フォーラム 第３回共生塾 

源氏物語千年紀 

「ＲＥＣ公開フォーラム」を開催しました 
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● ＲＥＣ滋賀  ＲＥＣホール（内線7744） 

● ＲＥＣ京都  紫光館5階  （内線6503） 

● ＲＥＣ東大阪 クリエイション・コア東大阪  

産学連携ｵﾌｨｽ 2212号（06-6748-8228） 

７月のＲＥＣ活動 

◆ 次号は 7月 25 日頃発行予定です！ ◆

ＲＥＣでは、２００８年に迎える「源氏物語千年紀」に

あわせ、本学の先生方にご協力をいただき、様々な事業を

展開しています。その中で、ＲＥＣ公開フォーラム「世界

の中の『源氏物語』」を、滋賀県大津市の石山寺・光堂に

て開催しました。 

５月２６日の第１回フォーラムでは、本学文学部の川島

優子講師から「源氏物語に見られる中国文学」、本学経済

学部の竹内真彦准教授から「源氏物語と紅楼夢」と題して

ご講演をいただきました。 

さらに６月２３日開催の第２回では、「後宮文化盛衰記

－オスマン帝国と平安王朝」をテーマに、本学国際文化学

部のヤマンラール水野美奈子教授から「オスマン帝国のハ

レム」を、名古屋大学の高橋享教授からは「源氏物語の後

宮」と題してご講演いただきました。その後、本学文学部

の安藤徹准教授の進行のもとで、世界の中の源氏物語につ

いて対談いただきました。 

龍谷エクステンションセンター（ＲＥＣ）は聖母女学院短期

大学と連携して、京カレッジ特別コース「京都・伏見の魅力を

探る」と６月６日（金）から７月２５日（金）まで、キャンパ

スプラザ京都および現地学習にて開講しています。 

この講座は京都・伏見について深く学ぶ事で、地域に愛着を

持ち地域活動に積極的に参加できる人材を育成することを目

的としたもので、第３回目となる６月２０日（金）は「酒どこ

ろ伏見」をテーマとして、伏見・大手筋商店街の近くにある月

桂冠大倉記念館にて講義を行いました。 

当日は１７名の参加があり、元月桂冠大倉記念館名誉館長の

栗山一秀氏から９０分にわたり、伏見における酒づくりの歴史

についてレクチャーがありました。 

 

 京カレッジ特別コース 

 「京都・伏見の魅力を探る」を開講しました 
ご報告 

ご報告 

各日とも８０名をこえる参加者のもと、時折頷きながら、新鮮な角度から捉えた話を興味深く・熱心

に聞いておられる姿が目立ちました。 

▲ 第３回講座の様子（6/20）

▲公開フォーラム（対談）の様子 於：石山寺・光堂

～京
みやこ

カレッジとは～ 

京都地域 49 大学・短期大学で構成される財団法人大学コンソーシアム京都と京都市が連携して実施する、社会人

を対象とした生涯学習事業で、内容は４つの柱、「大学講義」「市民教養講座」「資格取得講座」「特別コース」から

構成されています。 


